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「医工連携」という言葉はさまざまな使われ方をしますが、本冊子では「ものづくり企業」 と「医療

の現場（大学・大学病院）」との連携を指します。大学・大学病院は医療機器の買い手です。そこで

働く研究者や医師の要望はそのまま市場ニーズになります。医工連携とは、大学・大学病院の「こ

んな製品が欲しい」というニーズを、独自の技術シーズを持つものづくり企業が、その技術を駆使

して製品化することで、市場に新たな医療機器を提供することを意味します。医工連携により自社

のリソースだけでなく、大学・大学病院のデータや知識などを活用し事業化していくというオープン

イノベーションの推進は、自社だけでは得られない先進性や多様性の獲得、そして社会実装までの

スピード向上を実現します。

特に、研究開発やマーケティングに多くの時間や人材を割くことの難しい中小企業にとって、医工

連携は大きな成長をもたらす可能性があります。自社のシーズと市場のニーズをマッチングさせ、

新たな付加価値を創出してみませんか。

企業と大学・大学病院に対して、調査・取材を行い現場のリアルな声を収集。
文京区における医工連携の現状と可能性を探り、相互連携に活用いただける情報を掲載。

医工連携で
新たな付加価値を創出

技術シーズ

市場ニーズ
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企　業 医療の現場
大　学
大学病院

本冊子の構成

◎330社対象アンケート
◎6社に対するインタビュー取材
・医工連携までの経緯
　・医工連携によるメリット
　・マッチングのコツ

◎4大学に対するインタビュー取材
・医工連携の実績
　・企業に対する窓口
　・企業の求めること
　・マーケティングのコツ

ニーズ 大学・大学病院シーズ 企業

文京区には、大学病院や医療機器事業所が数多く集積しており、日本最大規模の医療機器産業集積

地と言われております。これには、明治時代に東京医学校（東京大学医学部の前身）が本郷・湯島地

区に開校したことが背景にあり、区内には長い歴史にもとづく豊富な知恵や経験を有する事業所が

多く、文京区の事業所によって製品化された医療機器が、多くの医療現場に届けられてきました。

近年では、最先端の技術を強みとする大学発ベンチャー企業によるさまざまな取り組みも展開されて

おり、文京区内の医療機器事業所が、さまざまな医療現場の課題解決に寄与しております。

今般の新型コロナウイルス感染拡大は、日本経済に大きな影響をもたらしました。一方で、医療従事

者の懸命な取り組みによって、日本経済と国民生活は正常化への動きを見せはじめております。医療

従事者の取り組みを支えてきたのは、いつの時代も医療機器事業所の底力であり、そこには経営者や

社員の挑戦と地道な努力がありました。

医療機器産業は、継続的な成長が見込める市場として注目されております。とりわけ、医学分野と工学分

野が連携して、新しい医療機器を開発する「医工連携」に対する注目が集まっております。

そこで、文京区医療機器産業のこれまでの各種取り組みをはじめ、医工連携のさらなるマッチング推進

のきっかけづくりとしていただくために、本冊子「医がむすぶ知恵と技術～文京 医工連携事例ＢＯＯＫ」

を作成しました。作成にあたっては、医療機器事業所のみならず、大学病院や大学関係者にも取材協力

いただき、普段はお聞きできないような具体的な取り組みや今後の展望等を数多く掲載しております。

本冊子をきっかけに、文京区内の大学や病院と医療機器産業企業によるさらなる医工連携が推進す

ることを期待します。

最後に、本冊子の作成にあたりワーキンググループ委員としてご尽力いただいた委員の皆さま、取材

協力いただいた皆さま、調査をご担当いただいたジーアイ・マーケティング・パートナーズ株式会社に、

この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

東京商工会議所文京支部

会長　吉岡　新
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文京区は大学病院や医療機器事業者など医療関連産
業の集積地として知られています。特に本郷・湯島地
区は、医療機器事業者が数多く集積しています。歴史
を紐解くと、明治7年（1874年）に東京大学医学部の
前身である東京医学校が本郷に開校し、その門前に医
療機器の会社が集まってきたとされています。医療機
器事業者には中小企業・小規模事業者が多いため、同
一地域に集まることで、同業者間の情報交換や流通
の利便性を高めたと推測されます。その規模は日本最
大と言われ、まさに「医工連携のまち」となっています。

医工連携のまち、文京区
国内最大規模の医療機器産業の集積地として医工連携を促し、産業の活性化を推進する

医療機器事業者が集積

医療機器を製品化するには薬機法（医薬品、医療機
器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法
律）への対応などが必要となるため、ものづくり企業
にとっては新規の参入障壁が高いとも言われていま
す。文京区内には長い歴史を持つ医療機器事業者が
多くあります。医療機器を製品化し、医療現場に届け
るノウハウを持っています。そして、大学・大学病院と
いった市場が目の前にあります。ものづくり企業は、
このような医療機器事業者や大学・大学病院と連携
することで、無理なく円滑に医療機器産業へ参入する
ことができます。

スムーズな医工連携をサポート

歴史ある医療機器事業者が多く集積している一方
で、大学発を中心とした医療関連ベンチャーも所在す
るほか、そうした企業が生まれるインキュベーション
施設などの環境が整っていることも文京区の特徴で
す。ノウハウを蓄積した歴史ある企業と、最先端の技
術で成長を目指すベンチャー企業の企業間連携によ
るシナジー効果が期待できる地域です。

歴史と最先端が交差する
TOPICS-1 TOPICS-3

TOPICS-4

医療機器産業は、継続的な成長が見込める産業として注
目されています。世界市場では40兆円産業となっており、
いまだに高い成長率を維持しています。製品の種類が多
いため、多様な技術を活かせる領域です。このような状況
を踏まえ、ものづくり企業による医療機器産業への新規
参入を後押しすべく、医工連携が全国で行われています。

成長市場としての医療機器産業
TOPICS-2
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文京区は大学病院や医療機器事業者など医療関連産業の集積地です。

商工組合日本医療機器協会 
メディカルヒルズ本郷®
医療機器企業マップを基に作成

文京区に集積する医療機器事業者
TOPICS-5

文京区本郷の旧元町小学校および元町公園を、その歴
史性を継承しながら、賑わい創出を図るため、健康施設
として活用しようという「（仮称）元町ウェルネスパーク」
プロジェクトがスタートしています。公共と民間が協働で
運営する施設で、医療・健康、スポーツ、災害対応、子育
て支援、コミュニティーなど多様な機能で構成されます。 
2025年の開設に向けて準備が進められています。

（仮称）元町ウェルネスパーク構想

関連機関ほか
　 文京区役所
　 東京商工会議所文京支部 
　 商工組合
 　日本医療機器協会
　 医療法人社団同友会
　 旧元町小学校
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大学病院
　 日本医科大学付属病院
　 東京医科歯科大学病院
　 東京大学医学部附属病院
　 順天堂大学医学部付属
 　順天堂病院
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大学
　 東京医科歯科大学
　 東京大学
　 順天堂大学
　 中央大学
　 日本薬科大学
　 跡見学園女子大学
　 お茶の水女子大学
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　 拓殖大学
　 東邦音楽大学
　 東洋学園大学
　 東洋大学
　 日本医科大学
　 日本女子大学
　 文京学院大学
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医療機器事業者が
集積しているエリア

医療機器事業者が集積しているエリア拡大図

日本医療機器協会本郷三丁目交差点

日本薬科大

湯島天満宮

順天堂病院



【調査概要】 調査の目的：この調査は、区内の医療機器産業関
連企業に自社の現状や取り扱い製品、製品・技術開発におけ
る社外リソースの利用状況等について回答してもらい、取りま
とめて冊子として発行することにより、文京区医療機器産業の
魅力発信と医工連携等さらなるマッチング推進のきっかけづく
りとすることを目的として実施した。

2021年の夏時点で過半数の企業が「売上・利益」、「取引先・
顧客とのコミュニケーション」に関して悪影響があったと回
答。一方で「新製品・サービスの開発」については好影響が
あったとの回答が悪影響を上回った。新型コロナウイルス感

染症の影響に対する取り組みについては、「テレワーク等の社
内勤務体制の整備」、「営業活動や顧客対応のオンライン化」
に半数以上の企業が取り組んでいることがわかった。

半数の企業が現在製品・技術開発に取り組んでいるほか、約3
割の企業が以前取り組んでいた、また今後取り組む可能性があ
るとの回答。開発上の課題としては「上市（市販）するまでに時

間がかかる」、「安全性等の検査や証明に時間がかかる」、「承
認における不確実性がある」等の回答が上位を占めた。

◎調査期間：2021年８月10日（火）～９月10日（金） ◎調査方法：郵送による調査票送
付／WEB・メール・FAXによる回答 ◎調査対象：文京区内医療機器産業企業（NTTタウ
ンページ、東京商工会議所会員データから抽出）330社 ◎回答数：60社（回答率
18.2％）回答企業の属性は以下グラフの通り。 ※本調査において構成比は小数点以下
第2位を四捨五入しており、合計値は必ずしも100.0とはならない。 ※本冊子に掲載して
いる一部のグラフは、判読性を高めることを目的に回答数上位を抽出して掲載している。

文京区内医療機器産業企業の

新型コロナウイルス感染症の影響について

医工連携・オープンイノベーション推進に向けた 調査結果

1

製品・技術開発について2

従業員規模
（複数ある場合には売上に占める割合が最も大きいもの）
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Q.新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けて
  どのような影響がありましたか

Q.新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けて
  取り組んでおられることはどのようなことですか

悪い影響があった
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業種について 貴社の取り扱い製品
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営業活動や顧客対応のオンライン化

社内教育等、従業員の生産性向上

新たな事業分野への挑戦、既存事業の多角化

製品の流通経路、商品の仕入れ先、在庫や輸出入先等の見直し

新型コロナウイルス感染症に対応した製品・サービスの開発・導入
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医工連携・オープンイノベーション推進に向けた 調査結果

製品開発を行っている（取り組んでいた、今後取り組む可能性
がある）企業のうち6割以上が新たな製品・技術開発に取り組
む際に、何らかの社外リソース（外部の相談窓口や機関等）を

「活用している」と回答。連携先としては、「製造（ものづくり）
企業」、「支援機関・専門家」、「大学・高等教育機関」、「医療機
関」が上位であった。

医工連携・マッチングについて

社外リソースの活用について

3

社外リソースとのマッチング手法としては、「公的機関のマッチ
ングサービス」、「民間のマッチングサービス」、「金融機関による
マッチング支援」が比較的多く利用されていることがわかった。
直接機会・オンラインについては、民間よりも公的機関のプラッ
トフォームで利用が進んでいる。一方で過半数の企業が「特に

利用した、しているものはない」と回答しており、マッチング利
用・医工連携拡大の余地がまだあることがわかった。
マッチングを利用した企業のうち6割以上が何らかの成功事
例（経営にプラスになった）があると回答しており、マッチング
利用が一定の成果を出していることが伺える。

このページに記載している調査結果は抜粋と
なっております。調査結果の詳細につきまして
は、東京商工会議所文京支部ホームページ
（https://www.tokyo-cci.or.jp/bunkyo/）をご覧
ください。

マッチング機会の利用について

「活用している」
と回答の方

Q.貴社が活用している社外リソースはどのような先ですかQ.新たな製品・技術の開発に取り組む際に
社外リソース（外部の相談窓口など）を活用していますか

Q.貴社のマッチング利用の
目的・期待はどのようなことですか

Q.貴社が利用している、利用したことがある
マッチング手法はどのようなものがあるか
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医療機関・医師などの紹介

業界団体によるマッチング支援
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（現在進行中など）
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株式会社サンユーメディカル

「健康」をキーワードに
幅広い業務展開

株式会社サンユーメディカルは1972年
に医療機器・医療用具の製造販売を目
的に設立されました。以来、半世紀にわ
たり、医師および患者の立場で医療現
場に携わり、大学病院や基幹病院を対
象に、病院内における設備機器・医療
機器全般の販売、院内業務受託、開業
支援、院内物流管理システムの開発・構

人脈を活かしたネットワーク構築で
魅力的な製品の開発と
強力なエビデンス獲得を実現

築・導入などを行ってきました。また、医
療現場で働く方々に快適さや安全性を
提供する医療用クロックスの正規取り
扱い代理店になるなど、「健康」をキー
ワードに幅広く業務展開をしています。
これまでにさまざまな医療関連製品を
取り扱ってきたサンユーメディカル社で
すが、海外の素材をもとに、大学病院
と連携することで、日本市場に向けた
オリジナルブランドを開発した事例を
紹介します。

海外の新素材をシーズに
製品開発

開発シーズとなったのは、パートナー
企業である輸入会社から紹介された
「EQT繊維素材」という日本未上陸の
新素材でした。EQT繊維素材とは、
「スポーツ」「癒やし」「健康」の3つの
分野で、革新的な技術を用いて衣料
ソリューションを提案しているイタリ

開が）ピカア（IPACCAドンラブのア
発した、これまでにない新しい素材に
なります。3つの金属の組み合わせに
由来する特殊な生地で、航空宇宙産
業の新素材開発をする中で生まれま
した。その素材を用いた衣服を着用す
ることで、ボディバランスを整え、体幹
の安定に効果があることが期待され
ています。
サンユーメディカル社では、この素材を
医療の現場で活用できないかと考えま
した。医療業界では、病院や介護施設で
の患者の転倒が問題となっています。神
経疾患や手術後の患者は体幹機能が低
下しているため、入院中に転倒すること

があり、医療安全上大きな課題となって
いました。そこで、EQT繊維素材を用い
た衣料を患者が着用することで、院内で
の転倒防止に寄与できるのではないか
と仮説を立て、日本人の体形やメディカ
ル分野での使用シーンを考慮して新製
品を開発。それが、オリジナルブランド
「ACCAPI×SOZO」です。EQT繊維素
材に空洞構造の中空糸を合わせること
で転倒防止と保温効果を実現したタイ
ツや、遠赤外線の保温効果とサポー
ター効果のある腰サポートシャツなどを
ラインナップしています。

臨床研究により
エビデンスを獲得

獨協医科大学病院医療安全推進セン
ター教授の辰元宗人氏はEQT繊維素

材に大変関心を示し、臨床研究を実施
することになりました。
2018年度（12ヵ月間）に、獨協医科大
学病院に入院した患者を対象にEQT 
繊維素材を貼りつけたリストバンドを
着けて入院生活を送ってもらい、装着
前（2017年度）の状況と比較したとこ
ろ、転倒数・転倒率の大幅な減少が確
認されました。そして、神経疾患患者を
対象に、EQT繊維素材タイツを身に着
け装着前後の徒手筋力テストと簡易
歩行分析、体幹機能の計測を実施した
ところ、下肢筋力の改善がみられたの
です。
臨床研究の結論として、EQT繊維素材
を装着することにより転倒を予防し、健
康寿命を延ばすことが期待でき、EQT
繊維素材タイツは一部の下肢筋力低下
患者の歩行補助となる可能性が示唆さ

れました。この内容は、第
60回の神経学会学術大
会で「体幹機能低下患者
に体幹機能を安定させる
繊維素材を用いて転倒を
予防する画期的な試み」
として発表され、注目を集
めました。
現在、ACCAPI×SOZOブ
ランドは病院の患者用だ
けでなく、よりアクティブ
な動きをサポートすること
を目的にスポーツシーン
への活用や、歩行が困難
な犬用の製品など、展開
を広げています。

ネットワークを活かして
売れる製品づくり

サンユーメディカル社では、パートナー
企業である輸入会社がハブとなり、イ
タリアのブランドや獨協医科大学病院
との連携が実現しました。「いかにいい
素材に出会えるか。そして、市場で存
在感を発揮するために、いかに確かな
エビデンスを獲得できるか。優れた製
品をつくり販売していくためには、いく
つものハードルを越える必要がありま
す。そのためには、常にアンテナを張り
巡らせ、人脈を活用したネットワークづ
くりが大切です」と代表取締役社長執
行役員木下敦氏は、中小企業が市場
で戦っていく上での製品開発のポイン
トを語ります。

工

体幹機能低下患者に体幹機能を安定させる繊維素材を用いて転倒を予防する画期的な試み
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第60回日本神経学会学術大会（大阪）発表日（2019年5月25日）　獨協医科大学病院 医療安全推進センター教授 辰元 宗人氏
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お問い合わせ先サンユーメディカル社の事例における医工連携

輸入会社がハブとなり、サンユーメディカル社と海外ブランドと獨協医
科大学病院の3者が連携し、新ブランド開発を実現

代表取締役 社長執行役員

木下 敦氏

株式会社サンユーメディカル
〒113-0021 東京都文京区本駒込5-5-9
03-3947-4430(代)
http://www.sanyu-medical.jp

体幹機能を安定させ転倒を予防する新素材、EQT繊維素材 メディカル分野での着用を考えて企画した
「ACCAPI×SOZO」ブランドの製品

サンユーメディカル社

輸入会社

獨協医科大学病院）ドンラブ外海（IPACCA



医工連携の支援策

東京都医工連携HUB機構

※掲載情報は2022年1月のものです。ご利用にあたっては、必ず最新情報をご確認ください。

中小企業の医療機器産業参入支援
医療関係者と企業の交流機会を提供し、医工連携により臨床現場の
ニーズに基づく医療機器開発・事業化を推進します。開発に際しては、
医療機器特有の法規制やマーケットに関するノウハウを有する製販企
業との連携による、確実な事業化を目指します。
　https://ikou-hub.tokyo/

公益財団法人 
東京都中小企業振興公社
医療機器産業参入促進助成事業
製品開発等の経費を補助することにより、都内のものづくり中小企業
の医療機器産業分野への参入を促進します。（※掲載内容は2021年
度の募集内容です。詳細は公社ホームページをご覧ください。）
　https://www.tokyo-kosha.or.jp/

東京都

文京区 経済課
医療関連産業支援セミナー
区の地域産業である医療関連産業を支援するため、2020
年度から医療機器製販企業向けのセミナーを年3回実施し
ています。

イノベーション創出支援事業
区内中小企業者及び大学発ベンチャー企業が取り組む新製
品・新技術の開発に要する経費の一部を補助します。補助対
象者は審査の上決定します。（※掲載内容は2021年度の募
集内容です。詳細は文京区ホームページをご覧ください。）

・補助対象事業
①感染症の検査、診断等感染症の拡大防止に係る事業
②IoT、ロボット、AI等の先端技術の導入によりSociety5.0
の実現を推進する事業

・補助内容
補助率3分の２、補助上限２００万円
　https://www.city.bunkyo.lg.jp/sangyo.html

文京区

経済産業省
医工連携イノベーション推進事業
高度なものづくり技術を有する中小企業・ベンチャー企業
等の医療機器分野への新規参入や医療機関との連携・共
同事業を促進し、我が国の医療機器産業の活性化を目指
すと共に、医療の質の向上の実現など医療現場のニーズに
応える医療機器の開発・事業化を促進します。

（※詳細は国立研究開発法人日本医療研究開発機構の
ホームページをご覧ください。）
　https://www.amed.go.jp/

経産省

東京都医工連携HUB機構 Webページ

2021年（開催済）のテーマ
10月19日
『心臓植込み型デバイス管理のＤＸ』
『コロナ禍前後の遠隔ICU』
11月11日
『COVID-19感染拡大における人工呼吸器増産プロジェクト』
『ウェアラブルバイタルモニタリング装置開発プロジェクト実話』
12月16日
『医療AR支援システムによる医療従事者支援』
『AI技術の実臨床応用へ向けた取組：画像診断支援』

「医がむすぶ技術と知恵 文京医工連携事例BOOK」
2022年2月発行
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